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爆誕！

辻VJ System

今回のテーマ



2023年にこんなものを作った



https://docs.google.com/file/d/1fCb98QkSW3sJ2z4Gz0xgCGA045vSl9yf/preview


https://docs.google.com/file/d/11gYIDRgJ2GZojnrfCXnKvH2uB2Hp_tuf/preview


これを作るを至った経緯を話すには
まずBurningManの話をしなければならない



BurningManとは

The 10 Principles of Burning Man（バーニングマンの10原則）

単なる大規模な音楽フェスみたいなものだと思われてることがたまにあるけど、かなりノ

リが違う独特のカルチャーによって成り立っている。

特に非商業主義(Decommodification)で金銭の授受や物々交換を否定していて、ギブ

＆ギブの精神(Gifting)を重んじているところや、傍観者であることを良しとせず(No 
Spectators)自己表現を重んじていたり(Radical Self-expression)。
また無法地帯のようなイメージを持たれることもあるけどそんなことはなくて、市民の責

任を果たす(Civic Responsibility)であるとか、立ち去る時には何も残さない(Leaving 
No Trace)ということを強く掲げている。

このカルチャーを体得し、ビジョンを共有する者をBurnerと呼ぶ。

https://burningman.org/about/10-principles/


そんなBurningManに
初めて参加したのが2022年のこと





赤線がだいたい 1kmある

外側にうっすら見えるフェンス
の内側が会場で、渋谷区が
すっぽり入るらしい
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アートカーの半分以上は火を吹く機構を備えている。
とにかく広大な砂漠ではレーザーと炎が圧倒的に強い。
動画
火を吹くドラゴン
レーザーは正義
めっちゃカッコよかったアート
砂漠の夜空に浮かぶ顔

https://www.instagram.com/p/CiUisXHPmBl/?hl=ja
https://www.instagram.com/p/CiNXxsjvGHh/?hl=ja
https://www.instagram.com/p/CiNeCfVrsLx/?hl=ja
https://www.instagram.com/p/CiNe_ECLw_w/?hl=ja
https://www.instagram.com/p/CiNgN2guEZm/?hl=ja


Radical Self-expressionだの何だのという話は事前にインプットしていたので、それなら

ばとドローンアンビエントの即興演奏をしながら練り歩くというパフォーマンスをやった。

(風が強いのと周りが賑やかなので全く聞こえないけど一応動画)
しかし初めて参加したBMで、周囲のあまりにもスケールの大きな作品の数々に圧倒さ

れた。

そして、正直自分はこの程度でいいだろうと手加減したんじゃないか、ヌルくねぇか？と

自問するに至った。

次に参加する時には、もっと自分の持ち味を出し切らなければ。

広大なプラヤを彷徨いながらそう決意し、構想を練り始めていたのであった……

https://www.instagram.com/p/CiOBQxEu8YQ/?hl=ja


考えた

自分の持ち味を活かすパフォーマンスとなると、やはり即興LiveCodingでのバキバキ明

滅VJなのでは。

しかし広大な会場では並のプロジェクターでスクリーンに映しても、小さすぎて目立たな

い。

レーザーや炎の明るさにも太刀打ちできない。

やるからには多くの人に見てもらいたい。

さて、どうしたものか。



よし、じゃぁディスプレイを背負って
自分が移動することで

たくさん人がいるところに
見せに行けばいいのでは



ディスプレイはもともと持ってた
これを転用

https://amzn.asia/d/dzLglZ4


しかしここで問題になるのは
如何にディスプレイを背負うのか？

如何に歩きながらLaptopでCodingするのか？



なるべくなら自分の苦手な
アナログ工作ごとを最小限にしたい



誰かに作ってもらう
というのも考えたが

自分の力でなんとかしたい



あくまでもパフォーマンスが主体
だから取り回しの良さは妥協できない



あれこれ模索して
まず辿り着いた解がこれだ！





登山用の背負子は何が良いのか

・重い荷物を背負って登山するのを前提としているため、厚手のクッションとウエストベ

ルトでがっちりと身体に密着

少なくとも２〜３時間程度のパフォーマンスを想定しているので、それに耐えられる装備

である必要がある。

登山用である時点でこの課題を十分にクリアしている。

・頑丈なフレームがあるので、ポールマウントのモニターアームを取付可能

ディスプレイをどう背負うかが一番の課題だったが、頑丈なフレームがあるのでポール

マウンタを取り付けることが可能。

実際には少し径が足らなかったので、ゴムバンドを巻きつけることで解決。

https://amzn.asia/d/dHEzmp4
https://amzn.asia/d/9Wxugdg


Laptopをどう前面にマウントするか

これに関しては色々探したけど、この商品以外に使えそうなものが見つからなかった。

まぁ、微妙にありそうで需要の少なそうなモノだからなのかも。

ちなみにこの商品は16inchのMacBookProだとちょっとサイズがはみだす。

14inchだと丁度良い。

また、微妙にケーブル長が窮屈なので、フックの部分にカラビナをかませて調整したり、

滑り止めシートを貼り付けたりしてカスタムすることで使い勝手を向上させた。

https://amzn.asia/d/8YfAuYy


バッテリーはこれ

機内持ち込み可能な最大容量のAnkerのモバイルバッテリーをチョイスした。

他にも使うことを考えると小さめのポータブル電源も検討したかったが、預け荷物にでき

ないので断念。

https://amzn.asia/d/4zatfNL


完成した！



完成した
かのように思えたこのシステムには

問題があったのだ！



問題点１

・単純に重い

ディスプレイをマウントしてバッテリーを保持する、という目的に対

して登山用背負子はいささかオーバースペック。

身体へのホールド感は申し分ないが、全体的にちょっと重くなり

がち。

ただ、これは自身の足腰とスタミナを鍛えることで解決できるの

で、さしたる問題ではない。

（筋力は多くを解決する）

実際まぁまぁ走り込んだ。



問題点２

・航空機内持ち込みできない

あくまで目的がBurningManでのパフォーマンスなの

で、一般的な旅客機で持ち運べるかどうかは最重要。

しかし背負子のフレームが大きく(製品サイズ   :   27 x 
37 x 69 cm)、機内持ち込みできるサイズをギリギリ

オーバーしていることが発覚。

組み立て式や折りたたみ式の背負子がないかは軽く探

したが、適格なものが見当たらない。



BurningManへの参加費・旅費も含めて
既に結構な費用を投じている。

今更、預け荷物１つの費用はクリティカルではないが
重さの問題も含めて何か解決できないものか？



改めて
如何にディスプレイを背面にマウントするか

を検討しなおすことに

そして辿り着いたのがこれだ



タクティカルベスト



タクティカルベルト



モジュール式装備システム「MOLLE/PALS」
主に米軍等が採用している個人装備品規格(wikipedia)
体型に合わせてカスタムできたり、様々なサイズのポーチを自由な位置に取り付けられ

たりできて、基本的に耐久性も高い。

何となく、これにディスプレイをマウントできれば解決するのでは？と考え、とりあえず物

が手元にないと検討を進めるのが難しいので、まず買ってみることに。

仮にうまく使えなかったとしても、研究するための必要経費と割り切って考える。

参考リンク：米軍の装備品規格「MOLLE/PALS」について

https://ja.wikipedia.org/wiki/MoLLE_System
https://dfm92431.hatenablog.jp/entry/2016/11/27/120029


塩ビパイプでなんとかなった

さて、どうしたものかと色々考えながらユニディや東急ハンズをブラついていて、たまた

ま見かけたVP13という径の塩ビパイプが使えないかなと考える。

そう高いものでもないし、試しに一本買って試したらギリギリちょうどMOLLEシステムに

通せた。

それなら、と何本かとL字やらを組み合わせて、そこにゴムベルトを巻き付けてポールマ

ウンタを取り付けてみたらうまくいった。

ただそのままだと、ちょっとディスプレイの重さでマウンタが保持しきれなくて画面が斜め

下を向きがちだったので、更にそれを支えるためにこんな工作をしてみた。

ちなみに手先は不器用なので、パイプをノコギリで切る以上のことはやっていない。



そして遂に完成したのがこれだ
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http://www.youtube.com/watch?v=yuwPuzVvX0c


アドバイス

・ホームセンターには足繁く通え

世の中にどういうものがあって、どう使えそうなのかという解像度を上げろ。

街がバイオハザードでゾンビ溢れるようなポストアポカリプスを生き抜くのに必要なのは

知識だ！

・Radical Self-reliance<徹底的な自立>
全部自分で何とかしてみる。

餅は餅屋ではあるけれど、まず自分で何とかできないか考えてみる、そのスタンスが大

事。

子供の頃から不器用でアナログ工作ごとが死ぬほど苦手だったが、あれこれ調べて試

したら意外と既製品の組み合わせレベルでも何とかなった。



最後に



次回の辻VJ出没は
JzTrance 2024

6/8(土) - 9(日) 川崎ちどり公園
にて！

https://www.facebook.com/events/s/jztrance2024/877016681095909/
https://www.facebook.com/events/s/jztrance2024/877016681095909/


ご清聴ありがとうございました


